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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
支
払
い
に
か

か
る
時
間
の
短
縮
や
店
舗
の
事
務
作
業
の
効

率
化
だ
け
で
な
く
、
非
接
触
化
に
よ
る
感
染

症
対
策
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
現
金
」
を
除
く
購
入
形
態
（「
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、掛
買
い
、月
賦
、電
子
マ
ネ
ー
」）

の
支
出
割
合
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
千

葉
県
の
31
・
2
％
が
最
も
高
く
、
次
い
で
神

奈
川
県
、
東
京
都
と
続
き
ま
す
。
6
位
の
三

重
県
が
30
・
1
％
で
、
上
位
6
位
ま
で
が
3

割
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
最
も
低
い
の

は
鹿
児
島
県
で
、
次
い
で
長
崎
県
、
佐
賀
県

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
金
以
外
の
支
出（
割
合
）の

１
位
は
千
葉
県

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

進
ん
で
い
る

都
道
府
県
は
？

出典：総務省「2019 年全国家計構造調査」
※ 表中の割合は、表示単位に四捨五入している。
順位は表示単位未満を含めた値で作成しているた
め、割合が同じでも順位が異なる。
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地方のかがやき

［岩手県］紫波町

MIC NEWS 01

11月９日（火）から11月15日（月）まで
秋季全国火災予防運動を実施します！
この機会に防火への意識を高めましょう

MIC NEWS 02

IoT機器の適正利用に係るオンライン講座
IoT入門ウェブ講習を配信中です！
～ IoT の基礎知識から導入手順までを学ぶことができる講座です～

MIC NEWS 03　
令和３年度過疎地域 持続的発展優良事例表彰
受賞団体が決定されました

MIC NEWS 04　
多言語翻訳サービスを活用して「言葉の壁」の解消を！

M I C  M O N T H LY  M A G A Z I N E 4
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「現金」以外の支出の割合
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第
八
回

T E N T SNOC

紫波町の西側に雄大にそびえ立つ東
根山。そのドッシリとした台形の姿か
ら「こたつ山」とも呼ばれ、南昌山、箱ヶ
森と連なる「志波三山 （しわさんざん）」
南端の里山です。頂上手前の見晴展
望地からは、眼下に北上盆地が開け、
岩手山や早池峰山、秋田駒ヶ岳など
の山々が展望できます。

東
あずま

根
ね

山
さん

1 位　千葉県
2位　神奈川県
3位　東京都
4位　愛知県
5位　京都府

31.2％

31.2％

31.0％

30.9％

30.4％
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特
集
１　

家
計
の
〝
今
〟
が
分
か
る　

様
々
な
「
消
費
統
計
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

家計の“今”が分かる

様々な「消費統計」を
知っていますか？

家計消費は国内総生産（GDP）のおよそ 6 割を占め、
国の景気判断でも最も重視される項目の一つです。

総務省統計局では、家計消費を正確にとらえるために、様々な統計を作成しています。

家計調査

基幹統計

毎月周期

約 9000 世帯調査対象数

家計消費状況調査

一般統計

毎月

約 3 万世帯

全国家計構造調査

基幹統計

5 年ごと

約９万世帯

特集 1

家
計
の
収
入
・
支
出
、
貯
蓄
・

負
債
な
ど
が
分
か
る

家
計
調
査

　
「
家
計
調
査
」
は
、
世
帯
の
皆
さ
ま
に

毎
日
の
家
計
の
収
入
や
支
出
を
家
計
簿
に

つ
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま

と
め
、
国
民
生
活
の
実
態
を
家
計
収
支
の

面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
調
査
世
帯
の
皆
さ
ま
を

始
め
、
多
く
の
国
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
に

よ
っ
て
、
１
９
４
６
年
７
月
か
ら
今
日
ま

で
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
、
国
の
最
も
基
本

的
で
か
つ
重
要
な
統
計
調
査
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
は
、
景
気
動
向
の
判

断
指
標
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
各
種
施
策
立
案
や
大
学
・
民
間
団

体
で
の
分
析
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
下
の
表
に
よ
う
に
、
家

計
調
査
の
結
果
（
２
０
１
８
～
２
０
２
０

年
平
均
）
に
よ
り
、各
都
市
に
お
い
て
「
年

間
支
出
金
額
」
ま
た
は
「
年
間
購
入
数
量
」

が
全
国
で
上
位
（
青
の
太
字
は
1
位
）
で

あ
る
主
な
食
料
品
に
つ
い
て
掲
げ
る
と
、

地
域
の
特
産
品
な
ど
の
特
徴
が
現
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
調
査
結
果
は
、
地
域
の
広
報
や

町
お
こ
し
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
消
費
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
は
、

家
計
の
消
費
支
出
の
実
態
や
社
会
経
済
の

実
相
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
計
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
次
の

よ
う
に
、
レ
ジ
ャ
ー
需
要
の
減
少
や
巣
ご

も
り
需
要
の
拡
大
な
ど
、
消
費
生
活
の
変

化
の
状
況
が
詳
し
く
見
て
取
れ
ま
す
。

都道府県庁
所在市

都道府県庁
所在市

政令指定都市

品目 品目

品目

他の生鮮肉（羊肉など）、たまねぎ、ビール

いか、ほたて貝、カップ麺、さけ

さんま、わかめ、中華麺

かまぼこ、わかめ、かき（貝）

ほうれんそう、生しいたけ、だいこん漬

こんにゃく、他の果物（さくらんぼ、洋梨など）、中華そば（外食）

納豆、桃、卵

メロン、せんべい、しじみ

だいこん、ぎょうざ、いちご

きゅうり、乳酸菌飲料

プリン、ドレッシング、パスタ

トマト、ブロッコリー、レタス

チーズ、ワイン、サラダ

かぼちゃ、しゅうまい、紅茶

塩さけ、さやまめ、天ぷら・フライ

もち、ぶり、オレンジ

ケーキ、アイスクリーム・シャーベット、れんこん

油揚げ・がんもどき、コロッケ、カツレツ

ぶどう、まぐろ、干しあじ

小麦粉、みそ、りんご

柿、和食（外食）、喫茶代

まぐろ、しらす干し、じゃがいも、緑茶

和食（外食）、喫茶代

魚介のつくだ煮、あさり

牛肉、魚介のつくだ煮

なす、コーヒー、たけのこ

たこ、はくさい、すし（弁当）

札幌市

青森市

盛岡市

仙台市

秋田市

山形市

福島市

水戸市

宇都宮市

前橋市

さいたま市

千葉市

東京都区部

横浜市

新潟市

富山市

金沢市

福井市

甲府市

長野市

岐阜市

静岡市

名古屋市

津市

大津市

京都市

大阪市

神戸市

奈良市

和歌山市

鳥取市

松江市

岡山市

広島市

山口市

徳島市

高松市

松山市

高知市

福岡市

佐賀市

長崎市

熊本市

大分市

宮崎市

鹿児島市

那覇市

パスタ、おにぎり・その他、チーズ

レタス、もち、豚肉

豆腐、うなぎのかば焼き、ぎょうざ、緑茶

はくさい、えび、たこ

さしみ盛合わせ、たらこ

川崎市

相模原市

浜松市

堺市

北九州市

マーガリン、食パン、他の洋生菓子

他の茶葉（麦茶など）、牛肉、柿

梅干し、さば、みかん

いわし、かれい、かに、梨

しじみ、あじ、さば

ぶどう、桃、ソース

かき（貝）、バナナ、ソース

しめじ、ふりかけ、あじ

さつまいも、ちくわ、ハンバーガー

生うどん・そば、日本そば・うどん（外食）

ちくわ、たい

かつお、はくさい漬、飲酒代

たらこ、鶏肉

たい、ごぼう、れんこん、干しのり

あじ、みかん、カステラ

他の生鮮肉（馬肉など）、すいか

干ししいたけ、あさり、酢

焼酎、ぎょうざ

揚げかまぼこ、酢、焼酎

かつお節・削り節、にんじん、ハンバーグ

takeuchi masato/PIXTA

t.sakai、sasaki106、photonavor/PIXTA

年間支出金額または年間購入数量が全国で上位である主な食料品（2018 ～ 2020 年平均）
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食料
19.0％

家電・家具
11.9％

衣類・履物
11.9％

旅行関係費注1

10.1％

チケット以外の
教養関係費注2 7.1％

保健・医療注3 
5.2％

贈答品
4.9％

保険
4.8％

チケット
1.9％

その他注4

23.2％

（月平均額）
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旅行関係費注1

23.8％

食料
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10.9％家電・家具

8.7％
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教養関係費注25.7％

チケット
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保健・医療注3
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
消
費
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
購
入
状
況
が
分
か
る

家
計
消
費
状
況
調
査

　
「
家
計
消
費
状
況
調
査
」
は
、
2
0
0
1

年
10
月
か
ら
開
始
し
た
比
較
的
新
し
い
調
査

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
消
費
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
購
入
状
況
、
購
入
頻
度
が
少

な
い
高
額
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
等
の
実

態
を
安
定
的
に
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
月
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
個
人
消
費
動
向
の
分
析
の

ほ
か
、
我
が
国
の
景
気
動
向
を
把
握
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

2
0
2
0
年
の
二
人
以
上
の
世
帯
に
お

け
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
支
出
金

額
は
１
万
６
３
３
９
円
と
、
前
年
に
比
べ

14
・
０
％
の
増
加
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内

訳
の
構
成
比
を
前
年
と
比
べ
て
み
る
と
、
下

の
円
グ
ラ
フ
に
あ
る
と
お
り
、「
食
料
」
が

13
・
９
％
か
ら
19
・
０
％
に
、「
家
電
・
家
具
」 

が
８
・
７
％
か
ら
11
・
９
％
と
な
り
、
前
年

か
ら
大
き
く
割
合
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
音
楽
・
映
像
ソ
フ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
用
ソ
フ

ト
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
」
な
ど
の
「
チ
ケ
ッ
ト

以
外
の
教
養
関
係
費
」
も
前
年
の
５
・
７
％

か
ら 

７
・
１
％ 

と
割
合
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
一
方
、「
旅
行
関
係
費
」
は
23
・
８
％

か
ら
10
・
１
％
と
な
っ
て
割
合
を
下
げ
、「
チ

ケ
ッ
ト
」
も
４
・
８
％
か
ら
１
・
９
％
と
比
率

が
低
下
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利
用
状
況
に
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。　

特
集
１　

家
計
の
〝
今
〟
が
分
か
る　

様
々
な
「
消
費
統
計
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

月別支出金額の推移
（二人以上の世帯）

月別支出金額の推移
（二人以上の世帯）

2019 年と 2020 年の比較（二人以上の世帯）

パック旅行ゲームソフト等

ネットショッピングの支出割合

注１ 旅行関係費：「宿泊料」，「運賃」および「パック旅行費」の合計
注２ チケット以外の教養関係費：「書籍」，「音楽・映像ソフト、パソコン用ソフト、ゲームソフト」および「デジタルコンテンツ」の合計
注３ 保健・医療：「医薬品」および「健康食品」の合計
注４ その他：「化粧品」，「自動車等関係用品」および「上記に当てはまらない商品・サービス」の合計

１世帯当たり１か月間のネットショッピングの
支出金額と利用世帯の割合の推移

（二人以上の世帯、2010 年～ 2020 年）

2020 年2019 年

右肩上がりに増加

消
費
全
般
の
動
向
を
捉
え
る
分
析
用
の
デ
ー
タ
と
し
て
開
発
中

消
費
動
向
指
数

　
「
消
費
動
向
指
数
」
は
、
家
計
消
費
に
関

す
る
複
数
の
統
計
を
、
高
度
な
統
計
的
手
法

を
用
い
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
作
成
し
て

い
る
、
新
し
い
指
標
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
つ
の
統
計
だ
け
で
把
握

す
る
こ
と
が
難
し
い
、
単
身
世
帯
と
二
人
以

上
の
世
帯
を
合
わ
せ
た
全
て
の
世
帯
の
平
均

的
な
消
費
動
向
（
世
帯
消
費
動
向
指
数
）
な

ど
を
、毎
月
推
計
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

現
在
、
そ
の
精
度
向
上
に
向
け
て
試
験
開
発

を
進
め
て
い
ま
す
。

消費動向指数に使用している統計

・家計調査（総務省）
・家計消費状況調査（総務省）
・家計消費単身モニター調査（総務省）

・世帯消費動向指数（総務省）
・サービス産業動向調査（総務省）
・鉱工業指数（経済産業省）
・第３次産業活動指数（経済産業省）
・商業動態統計調査（経済産業省）

世帯消費動向指数

総消費動向指数

 世帯消費動向指数の推移指数値（2020 年 =100）

季節調整値（実質）（左目盛）

前年同月比（原数値・実質）（右目盛）

前年同月比（％）
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家
計
に
お
け
る
消
費
、
所
得
、
資
産

お
よ
び
負
債
の
実
態
が
把
握
で
き
る

全
国
家
計
構
造
調
査

　
「
全
国
家
計
構
造
調
査
」
は
、
家
計
に

お
け
る
消
費
、
所
得
、
資
産
お
よ
び
負
債

の
実
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、
世
帯
の
所

得
分
布
お
よ
び
消
費
の
水
準
、
構
造
等
を

全
国
的
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
、
１
９
５
９
年
以
来

５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
調
査
で
す
。

そ
の
調
査
結
果
は
、
全
国
お
よ
び
地
域
別
、

世
帯
属
性
別
な
ど
に
集
計
・
公
表
さ
れ
、

下
の
表
の
よ
う
に
、
官
民
問
わ
ず
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、

年
間
収
入
の
順
位
の
高
い
、
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
愛
知
県
が
家
計
資
産
総
額
に
お

い
て
も
上
位
３
位
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
年
間
収
入
と
家
計
資
産
総
額
の
両

方
の
順
位
に
差
の
あ
る
都
道
府
県
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
山
形
県
（
年
間
収
入
、

家
計
資
産
総
額
の
順
に
13
位
、
38
位
）
や

新
潟
県
（
同
22
位
、
33
位
）
に
お
い
て
は
、

年
間
収
入
に
比
べ
て
家
計
資
産
総
額
の
順

位
は
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

奈
良
県
（
同
25
位
、５
位
）
や
京
都
府
（
同

29
位
、
６
位
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
逆
に
、

年
間
収
入
に
比
べ
て
家
計
資
産
額
の
順
位

は
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
は
、
食
料
品
の
購
入
な
ど
の
生
活

費
や
税
・
社
会
保
障
費
な
ど
を
年
間
収
入

か
ら
支
出
し
、
残
り
の
収
入
の
一
部
を
資

産
（
預
貯
金
や
住
宅
・
宅
地
の
購
入
な
ど
）

に
割
り
当
て
ま
す
。
都
道
府
県
に
よ
っ
て
、

年
間
の
収
入
の
金
額
そ
の
も
の
の
ほ
か
、

年
間
の
支
出
額
や
資
産
（
住
宅
・
宅
地
の

評
価
を
含
む
。）
の
程
度
に
も
違
い
が
あ

る
た
め
に
、
年
間
収
入
と
家
計
資
産
総
額

の
順
位
に
差
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

特
集
１　

家
計
の
〝
今
〟
が
分
か
る　

様
々
な
「
消
費
統
計
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

（千円）
6,000 以上
5,500 以上 6,000 未満
5,000 以上 5,500 未満
5,000 未満

（千円）
30,000 以上
25,000 以上 30,000 未満
20,000 以上 25,000 未満
20,000 未満

都道府県別年間収入（総世帯）

都道府県別家計資産総額（総世帯）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47

順位

順位

順位

順位

都道府県

都道府県

都道府県

都道府県

年間収入（千円）

家計資産総額（千円）

年間収入（千円）

家計資産総額（千円）

東京都
神奈川県
愛知県
富山県
福井県
滋賀県
岐阜県
茨城県
千葉県
三重県
静岡県
埼玉県
山形県
栃木県
岡山県
石川県
宮城県
島根県
長野県
兵庫県
群馬県
新潟県
佐賀県
鳥取県

東京都
神奈川県
愛知県
埼玉県
奈良県
京都府
千葉県
兵庫県
静岡県
大阪府
滋賀県
福井県
富山県
岐阜県
広島県
香川県
徳島県
群馬県
三重県
宮城県
茨城県
長野県
愛媛県
和歌山県

奈良県
山梨県
香川県
福島県
京都府
岩手県
広島県
秋田県
熊本県
大阪府
徳島県
山口県
青森県
福岡県
愛媛県
和歌山県
長崎県
大分県
宮崎県
北海道
高知県
鹿児島県
沖縄県

栃木県
沖縄県
石川県
山梨県
福島県
島根県
福岡県
岡山県
新潟県
岩手県
鳥取県
熊本県
山口県
山形県
高知県
大分県
佐賀県
長崎県
宮崎県
秋田県
鹿児島県
青森県
北海道

6,297
6,154
6,134
6,124
6,088
6,043
6,027
5,953
5,951
5,908
5,883
5,871
5,821
5,801
5,704
5,666
5,659
5,626
5,601
5,580
5,575
5,517
5,493
5,423

47,010
37,877
34,898
32,202
32,042
30,139
29,896
29,760
29,330
26,884
26,764
26,440
26,381
26,069
25,880
23,449
23,396
23,288
23,254
23,108
22,936
22,718
22,615
22,026

5,396
5,387
5,385
5,382
5,327
5,298
5,291
5,270
5,041
5,031
5,017
5,014
4,931
4,864
4,859
4,809
4,790
4,725
4,631
4,553
4,486
4,323
4,233

21,902
21,879
21,860
21,700
21,363
20,878
20,214
20,213
19,996
19,754
19,652
18,894
18,733
18,686
18,405
16,918
16,415
16,145
15,046
15,030
14,747
14,541
14,316

調
査
の
結
果
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
？

国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

・ 

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
検
討
（
年
金
の
給
付
と
負
担
が
適
切
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
実
際
の
生
計
算
（
消
費

支
出
）
を
確
認
）

・ 

介
護
保
険
料
の
算
定
（
要
介
護
者
の
有
無
に
よ
る
世
帯
の
消
費
支
出
の
違
い
を

確
認
し
、
介
護
保
険
に
係
る
負
担
を
ど
う
分
担
し
て
い
く
か
検
討
）

・ 

生
活
保
護
の
扶
助
額
の
算
定
（
生
活
保
護
に
お
け
る
現
在
の
扶
助
額
基
準
が
、

一
般
低
所
得
世
帯
の
消
費
実
態
と
の
関
係
で
み
て
妥
当
な
も
の
か
検
証
）

・ 

税
制
改
正
に
伴
う
政
策
効
果
の
予
測
（
高
齢
者
世
帯
や
勤
労
世
帯
の
共
働
き
世

帯
と
い
っ
た
世
帯
の
違
い
ご
と
に
、
消
費
増
税
に
よ
り
負
担
が
ど
の
程
度
増
え

る
の
か
、消
費
増
税
分
が
社
会
保
障
に
充
て
ら
れ
た
場
合
に
ど
の
程
度
恩
恵
（
年

金
や
医
療
の
充
実
）
を
受
け
る
の
か
を
事
前
に
検
討
）

・ 

所
得
格
差
・
資
産
格
差
の
現
状
把
握
（
経
済
財
政
白
書
な
ど
政
府
に
よ
る
現
状

分
析
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
国
際
機
関
に
よ
る
国
際
比
較
）

な
ど
、
重
要
な
政
策
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
、
民
間
企
業
や
各
種
団
体
に
お
い
て
も
、
消
費

や
所
得
、
家
計
資
産
に
関
す
る
分
析
に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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　 自 治 体ＤＸ
の 推 進

デジタル・トランスフォーメーション

　総務省は、令和２年12月25日、自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画を策定しました。
自治体DX 推進計画は、自治体におけるDXを推進するため、同日、閣議決定により改定された「デジタル・ガ
バメント実行計画」における自治体関連の施策に沿って、その具体的内容、国としての支援策などをとりまとめ
たものです。
　この特集では、総務省が自治体DXをどのように推進していくのか、ご紹介します。

　

政
府
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
」

に
お
い
て
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

の
た
め
、「
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
多
様
な
幸

せ
が
実
現
で
き
る
社
会
～
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化

～
」
を
目
指
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
は
、
自
治
体

の
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
取
組
み
が

不
可
欠
で
す
。

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
り
、
自

治
体
が
担
う
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
、
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ

等
の
活
用
に
よ
り
業
務
効
率
化
を
図
り
、

自
治
体
の
職
員
は
企
画
立
案
業
務
や
住

民
へ
の
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
、
職
員
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
業
務

に
注
力
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

自
治
体
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
基
幹
業
務
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
原
則
全
て
の
自
治

体
が
、
目
標
時
期
で
あ
る
令
和
７
年
度

ま
で
に
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
上
に

構
築
さ
れ
た
標
準
化
基
準
に
適
合
し
た

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
標
準

化
・
共
通
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
住
民
誰

も
が
無
料
で
取
得
で
き
る
公
的
な
顔
写

真
付
き
本
人
確
認
書
類
で
あ
る
と
同
時

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
安
全
・
確
実
に

本
人
確
認
を
行
え
る
極
め
て
高
い
認
証

強
度
を
持
っ
た
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤

と
な
る
ツ
ー
ル
で
す
。
令
和
４
年
度
末

に
ほ
ぼ
全
国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
行
き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
、
関
係

府
省
に
お
い
て
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど

の
住
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
国
民
が
早

期
に
享
受
で
き
る
よ
う
、
カ
ー
ド
の
普

及
に
併
せ
て
、
子
育
て
・
介
護
関
係
の

手
続
な
ど
に
つ
い
て
、
原
則
、
全
自
治

体
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
が
可
能
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
の
中
で
、
持
続
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て

い
く
た
め
、
自
治
体
の
業
務
を
改
善
す

る
有
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ

Ａ
な
ど
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
時
間
や
場
所
を

有
効
に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
で

あ
り
、
自
治
体
の
職
員
一
人
ひ
と
り
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
多
様
な
働

き
方
を
実
現
で
き
る
「
働
き
方
改
革
」

の
切
り
札
で
も
あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
テ
レ

ワ
ー
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
な
ど
の
新

た
な
時
代
の
要
請
を
踏
ま
え
、
業
務
の

効
率
性
・
利
便
性
の
向
上
と
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
両
立
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
全
国
的
な
展
開
や

５
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ
の
導
入
等
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
の

進
展
を
踏
ま
え
、
今
後
こ
れ
ら
の
基
盤

を
有
効
に
活
用
し
、
す
べ
て
の
地
域
が

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

で
き
る
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
集

中
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
不
安
の
あ
る
高
齢

者
等
の
解
消
に
向
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
行
政
手
続
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

方
法
等
に
対
す
る
助
言
・
相
談
等
の
対

応
支
援
を
行
う
「
講
習
会
」
を
、
令
和

３
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
自
治
体
に
お
け
る
、
地
域
の
幅
広

い
関
係
者
と
連
携
し
た
地
域
住
民
に
対

す
る
き
め
細
や
か
な
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
の
意
義

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
で
は
、
自
治
体
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、
６
つ
の
事
項
を
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
と
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、
２
つ
の
事
項
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

【
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の

 

取
組
み
と
あ
わ
せ
て

 

取
り
組
む
べ
き
事
項
】

特 集 2　自治体ＤＸの推進

特集2
①
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の

　
標
準
化
・
共
通
化

③
自
治
体
の
行
政
手
続
の

　
オ
ン
ラ
イ
ン
化

④
自
治
体
の
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

　
利
用
推
進

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

⑤
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

⑥
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底

【
重
点
取
組
事
項
】

１　
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

２　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
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特 集 2　自治体ＤＸの推進

　

自
治
体
に
お
い
て
は
、
住
民
基
本
台

帳
や
国
民
健
康
保
険
、
介
護
、
障
害
者

福
祉
、
就
学
支
援
な
ど
住
民
生
活
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
円

滑
に
行
う
た
め
に
は
、
今
や
情
報
シ
ス

テ
ム
の
活
用
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
現
状
で
は
こ
れ
ら
の
情
報
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
が
独

自
に
設
計
・
導
入
し
、
各
自
治
体
の
事

務
処
理
に
あ
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
等

を
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、

○ 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
発
注
や
、
維
持
管

理
、
制
度
改
正
な
ど
の
度
に
、
各
自

治
体
が
個
別
に
そ
れ
ぞ
れ
シ
ス
テ
ム

改
修
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
こ
と
に

伴
う
職
員
の
負
担
や
自
治
体
と
し
て

の
財
政
的
な
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る

○ 

ま
た
、
例
え
ば
、
自
治
体
間
で
共
通

す
る
事
務
を
共
同
で
処
理
す
る
た
め

に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
を

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
キ
ー
と
し
た
、
わ
た
し

の
暮
ら
し
と
行
政
と
の
入
口
」
と
し
て 

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
実
現
し
、
国
民
に
利
便
性
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の
使
い
や
す
さ
の
向
上
が
不
可
欠
で

あ
り
、
入
力
誤
り
の
な
い
、
二
度
同
じ

項
目
を
入
力
さ
せ
な
い
仕
組
み
の
構
築

や
、
画
面
の
タ
ス
ク
化
・
フ
ロ
ー
化
を

行
い
、
ス
マ
ホ
で
の
操
作
に
最
適
化
し

た
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

庁
に
お
い
て
、
可
能
な
も
の
か
ら
早
急

に
改
善
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、
申

請
か
ら
処
理
ま
で
人
手
を
介
さ
な
い
接

続
を
促
進
す
る
た
め
、
自
治
体
の
基
幹

シ
ス
テ
ム
と
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
と
の

接
続
を
推
進
し
、
自
治
体
の
事
務
の
軽

減
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
や
自
治
体
の
皆
様
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
処
理
を
体
験

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
含
む
デ

ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
自
治
体

間
の
シ
ス
テ
ム
差
異
の
調
整
が
負
担

と
な
り
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
な
ど
を

使
っ
た
複
数
自
治
体
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
の
共
同
利
用
が
進
ま
な
い

○ 

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
最
適
な
取
組
に
つ
い
て
、
情
報
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
短
期
間
で
一
斉
に

全
国
へ
展
開
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、

自
治
体
間
で
の
シ
ス
テ
ム
の
差
異
が

そ
の
妨
げ
と
な
り
か
ね
な
い

　

と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

自
治
体
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
を
抑
制
し
、
自
治
体
に
対
し
て

国
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
シ
ス
テ

ム
（
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
を

義
務
づ
け
る
、「
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
」

が
令
和
３
年
５
月
12
日
に
成
立
し
、
同

年
５
月
19
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。（
令

和
３
年
法
律
第
40
号
）

　

標
準
化
・
共
通
化
の
取
組
は
、
自
治

体
に
お
け
る
人
的
・
財
政
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
で
自
治
体
の
職
員
が

住
民
へ
の
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
企
画
立
案
業

務
な
ど
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
を
全
国

に
普
及
さ
せ
る
た
め
の
「
地
方
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
」
の
基
盤
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
住
民
の

利
便
性
の
向
上
や
行
政
運
営
の
効
率
化

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
政
府
の
標
準
化
・
共

通
化
の
目
標
時
期
で
あ
る
令
和
7
年
度

ま
で
に
、
各
自
治
体
が
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
へ
円
滑
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
移
行
に
必
要
と
な
る
工
程
な

ど
を
ま
と
め
た
手
順
書
の
公
表
や
移
行

経
費
に
対
す
る
財
政
面
で
の
支
援
な
ど

に
よ
り
、
各
自
治
体
の
取
組
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
自
治
体
が
多
く
の
住

民
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
恩
恵
を
実
感
で

き
る
取
組
み
が
行
え
る
よ
う
、
先
行
的

な
自
治
体
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組

み
の
例
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

恩
恵
を
高
齢
者
な
ど
多
く
の
住
民
が
実

感
で
き
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
、

地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
・
確
保
、
条
件
不
利
地
域
等
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
観
光
振
興
や
働
く
場
の
創
出
な
ど

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
安
心
・
安
全
の

確
保
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
支
援
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

【情報システムの標準化・共通化イメージ】
＜現状＞ ＜標準化・共通化後＞

X 社 X 社 Y 社Y 社

カスタマイズなし
カスタマイズなし カスタマイズなし

カスタマイズなしカスタマイズあり カスタマイズあり

個別に仕様を
作成・発注

個別に仕様を
作成・発注

個別に仕様を
作成・発注

共同で仕様を
作成・発注

A 市 A 市 B 市 C 市 D 市 E 市B 市 C 市 E 市D 市

新機能の追加は、システムごとに個別に判断
新機能を標準仕様に追加し、それに沿って開発

　→ 費用削減・迅速な普及

標準仕様に基づくシステムを利用
（全国規模のクラウドを想定）

ベンダ間の移行を
円滑化

マイナポータルの概要
サービス検索・電子申請機能

（ぴったりサービス）

もっとつながる
（外部サイト連携）

お知らせ

情報提供等記録表示
（やりとり履歴）

自己情報表示
（わたしの情報）

子育てなどに関するサービスの検索やオンラ
イン申請（子育てワンストップサービス等）
ができます。

外部サイト※を登録することで、マイナポー
タルと一体的に使えるようになります。

行政機関等から配信されるお知らせを受信す
ることができます。

行政機関同士があなたの個人情報をやりとり
（照会・提供）した履歴を確認することがで
きます。

行政機関等が保有するあなたの個人情報、を
検索して確認することができます。

A

E

C

D

B

※ e-Tax、ねんきんネット、民間送達サービスなど

おすすめの情報を分かりやすい
アイコンでトップ画面に表示。

建物内や敷地内で
自営の 5G ネットワークとして活用

建設現場
での活用

工場での
活用

農業
での活用

防災現場
での活用

建機遠隔制御

スマート農業

スマート工場

インフラ監視

河川監視

A B
C D
E
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町民との100 回にわたる意見交換会を経て定めた「紫波町公民連携基本計画」に
基づく駅前都市整備事業「オガールプロジェクト」など、紫波町は人のつながりを大
切にする事業でエリアの価値を高めていく公民連携のまちづくりを進めています。

波
町
［岩手県］

紫

公
民
が
手
を
結
ん
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

し
わ
ち
ょ
う

「銭形平次捕物控」の作者を顕彰して生家を望む丘に造られた野村胡堂・あらえびす記念館。（上）。
厄祓、交通安全などの参拝者が訪れる志和稲荷神社。境内には樹齢 1,000 年とされる杉がそびえ立つ（下）。

人口：3 万 3,121 人
　　　（令和 3 年 8 月 31日現在）
面積： 238.98 ㎢
町の鳥：つばめ
町の花：ききょう
町の木：けやき
町役場所在地：岩手県紫波郡紫波町
　　　　　　　紫波中央駅前二丁目
　　　　　　　3 番地 1

Shiwa Town DATA
量
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
、
り

ん
ご
や
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
実
の
名
産
地

で
も
あ
り
ま
す
。
畜
産
で
は
町
産
の
も

ち
米
を
食
べ
て
育
っ
た
し
わ
も
ち
も
ち

牛
や
し
わ
黒
豚
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

一
次
産
業
に
適
し
た
自
然
に
包
ま
れ

た
町
で
す
が
、
国
道
４
号
な
ど
６
本
の

幹
線
道
路
が
南
北
に
通
り
、
東
北
自
動

車
道
の
紫
波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
Ｊ

Ｒ
東
北
本
線
の
駅
が
３
つ
あ
る
な
ど
交

通
の
便
も
よ
く
、
県
内
で
働
く
人
た
ち

に
人
気
の
住
宅
地
で
も
あ
り
ま
す
。

手
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
紫
波
町
は
昭
和
30
年
に
日

詰
町
と
古
館
、
水
分
、
志
和
、

赤
石
、
彦
部
、
佐
比
内
、
赤
沢
、
長
岡

の
８
か
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

町
の
中
央
を
北
上
川
が
流
れ
、
東
に
は

北
上
高
地
、
西
に
は
奥
羽
山
脈
が
連

な
っ
て
い
ま
す
。

　

紫
波
町
は
か
つ
て
南
部
藩
を
支
え
た

米
ど
こ
ろ
で
、
奥
州
街
道
の
宿
場
の
日ひ

詰づ
め

に
は
商
人
街
が
栄
え
、
志
和
地
区
で

は
酒
造
文
化
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
も
農
業
が
盛
ん
で
、
も
ち
米
は
全

国
有
数
の
産
地
で
、
そ
ば
や
麦
の
生
産

岩　

東
京
駅
か
ら
新
幹
線
で
２
時
間
20

分
、
盛
岡
駅
で
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
に
乗

り
換
え
て
20
分
、
紫
波
中
央
駅
に
降

り
立
っ
た
方
の
第
一
声
が
、「
岩
手

に
こ
ん
な
所
が
あ
っ
た
の
か
」。

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
塩

漬
け
と
な
っ
て
い
た
10
・
７
ha
の
町

有
地
を
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基

づ
き
10
年
間
か
け
て
、
都
市
と
農
村

の
暮
ら
し
を
「
愉
し
み
」、
景
観
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
表
現
す
る

場
と
し
ま
し
た
。

紫波町長
熊谷 泉

都市と農村の暮らしを
「愉

たの

しめる」まちづくり

紫波地域そば生産組合協議会は、日本蕎麦
協会の平成 22年第 1回日本そばサミット
で全国農業協同組合中央会長賞を受賞。

古くからの米どころで、名水に恵まれた志
和地区は南部杜氏発祥の地。卓越した技は
町内に4軒ある酒造店に受け継がれている。

600 種類以上を栽培する丘陵のバラ園は
南フランスを彷彿とさせる。例年6～７月、
9～ 10月にはバラ祭りが開かれる。

県内一の栽培面積

蕎麦
南部杜氏発祥の地

紫波町の酒蔵
バラ祭りも開催

紫波ローズガーデン

紫波町は「フルーツの
里」として知られる果
物生産地。りんごや県
内有数の栽培面積を誇
るぶどうなどが名産。

志
し

賀
か

理
り

和
わ

氣
け

神社の参道
に「南面の桜」と名づ
けられた桜の老木があ
る。恋にまつわる伝説
が残り、縁結びのご利
益のある樹とされる。

国重要文化財「平井家
住宅」は、商家・平井
家の近代和風建築の住
宅。杜氏を雇い醸造業
を営んだことに加え、
北上川舟運の調整役も
担った。紫波の歴史文
化の結節点ともいえる
建造物。

勝源院の「逆ガシワ」。
幹が直立せず、地表近
くで支幹に分かれ、横
に大きく広がる幹姿か
らの命名。国の天然記
念物に指定される。

紫波町
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公
民
で
駅
前
整
備

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

持続可能な子育て目標SPGｓ

　

１
０
０
年
の
未
来
に
向
け
た

循
環
型
ま
ち
づ
く
り

成
19
年
に
「
公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ

Ｐ
※
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
元

年
」
を
宣
言
し
た
紫
波
町
は
Ｊ

Ｒ
紫
波
中
央
駅
前
の
整
備
を
図
る
た
め
、

町
民
や
民
間
企
業
と
意
見
交
換
を
し
て
ま

と
め
た
公
民
連
携
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
21
年
度
に
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

駅
を
意
味
す
る
「
Ｇ
ａ
ｒ
ｅ
」
と
成
長
を

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
子

育
て
の
視
点
に
特
化
し
た
町
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
目
標
が
「
Ｓ
Ｐ

Ｇ
ｓ
※
（
紫
波
町
持
続
可
能
な
子
育
て
目

標
）」
で
す
。

　

行
政
、
町
民
、
児
童
施
設
、
企
業
、
関

係
団
体
な
ど
幅
広
い
人
た
ち
に
、
子
育
て

家
庭
を
支
え
る
た
め
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
を
考
え
て
も
ら
い
、
協
力
し
て
も

ら
う
た
め
の
目
標
で
す
。

意
味
す
る
こ
の
地
域
の
方
言
「
お
が
る
」

を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
、
町
の
持
続
的

な
成
長
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
図

書
館
、
ホ
テ
ル
、
町
独
自
の
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
エ
コ
ハ
ウ
ス
が
並
ぶ
住
宅
街
な
ど
、

多
様
な
公
用
・
公
共
施
設
と
民
間
施
設
を

整
備
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
注
目
を
集
め
、

地
価
の
上
昇
や
人
口
の
社
会
増
な
ど
の
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

目
標
づ
く
り
は
、
町
が
目
指
す
「
暮
ら

し
心
地
の
良
い
ま
ち
」
を
子
育
て
の
視
点

か
ら
見
つ
め
、
部
署
横
断
で
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
定
め

た
13
個
の
目
標
に
は
「
性
別
、年
齢
、個
々

の
思
想
や
暮
ら
し
方
の
垣
根
を
こ
え
て
、

子
ど
も
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
幸
せ
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
」「
紫
波
町
の
子
ど
も
た

ち
が
、
豊
か
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
」
と
い

う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

波
町
は
平
成
12
年
の
新
世
紀
未

来
宣
言
で
「
１
０
０
年
後
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
紫
波
の
環

境
を
よ
り
良
い
姿
で
残
す
」
こ
と
を
誓
い
、

翌
年
、
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定

し
、
町
民
、
関
係
団
体
、
事
業
者
、
行

政
が
資
源
循
環
、
環
境
創
造
、
環
境
学

習
、
交
流
と
協
働
と
い
う
４
つ
の
観
点
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
た
と
え
ば「
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
」

は
企
業
が
森
林
整
備
活
動
資
金
を
提
供
す

る
と
と
も
に
下
草
刈
り
や
間
伐
作
業
な
ど

を
行
う
取
組
で
あ
り
、
搬
出
し
た
間
伐
材

は
木
質
チ
ッ
プ
に
加
工
し
、
町
内
の
施
設

で
利
用
し
て
い
ま
す
。

平

S

紫

オガール広場は各種イベントに活用される人と人のつながりの場。

⼦育て環境がより良いものになるように定めた町オリジナルの 13の⽬標。

再生可能エネルギーを活用する「ラ・
フランス温泉館」。同施設は太陽熱温水、
太陽光発電、木質チップボイラー、排熱
回収ヒートポンプを導入している。

町産木材で建築した
紫波町役場。木造と
しては国内最大級の
役場庁舎。

都市と農村の新しい結びつきを創造するためのオガールエリア。

　令和元年度から 5年度を計画期間と
する紫波町学校再編基本計画に基づき、
2つの中学校区で小学校を各 1校に再
編するなど、小中一貫教育、小中連携に
よる教育活動の充実を図るとともに、学
校運営協議会制度を導入したコミュニ
ティ・スクールによる「開かれた学校づ
くり」「地域とともにある学校づくり」
を推進しています。
　令和 4年 4 月、小中一貫校として紫
波東学園を開校するにあたり、町の「循
環型まちづくり」の理念に基づき、校舎
は町産のカラマツ材を使用して建設しま
した。

米国出身のハワードさんとワレニウスさんは、昨
年から町産りんごを使い「ホップサイダー」と呼
ばれる発泡酒の製造を始めました。町内の産地ご
とにバリエーションある味が人気です。

2年前に地域おこし協力隊の隊員になった星さん
は心や体の悩み事の相談に答える「暮らしの保健
室」を開催するなど、コミュニティナースとして
地域に出て町民の健康増進に取り組んでいます。

4年前に紫波町で起業した「はちすずめ菓⼦店」
の髙橋さん。町内産の小麦やりんご、野菜などを
使い、卵やバターなど動物性の材料は不使用の
アップルパイやキッシュが評判になっています。

紫波サイダリー 地域おこし協力隊員 はちすずめ菓子店
ドナルド・ジェファーソン・ハワードさん、ミカ・ワレニウスさん 星真

ま

土
ど

香
か

さん 髙橋静さん

生き生きしてる！

学校再編で
町産材の学び舎を

学区内で産出された木材を構造材
とした紫波東学園の校舎。

紫波東学園の内観。建具も地
域産の木材を用いている。

※ PPP（public–private partnership）

※ SPGs（Sustainable Parenting Goals）



19 182 0 2 1  N o v e m b e r  V o l . 2 51 2 0 2 1  N o v e m b e r  V o l . 2 51M I C M I C

消防庁ホームページ
「住宅防火　いのちを守る 10 のポイント～ 4 つの習慣・6 つの対策～」
https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/
yobou_contents/materials/

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、

平
成
17
年
に
１
２
２
０
人
を
記
録

し
て
以
降
、
令
和
元
年
ま
で
継
続

し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割

合
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
こ
こ
数

年
で
は
約
７
割
前
後
を
推
移
し
て

い
ま
す
。

　

出
火
原
因
で
は
、
た
ば
こ
、
ス

ト
ー
ブ
の
割
合
が
多
く
、
81
歳
以

上
で
は
特
に
ス
ト
ー
ブ
の
占
め
る

割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
ん
ろ
、
灯
火
、
コ
ン
セ
ン

ト
な
ど
の
配
線
器
具
か
ら
の
火
災

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

死
者
の
発
生
し
た
経
過
を
み
る

と
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
数
の

割
合
が
８
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
着
衣
着
火

の
割
合
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
逃
げ
遅
れ
に
つ
い

て
は
、
火
災
の
発
見
が
遅
れ
た
こ

と
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
よ
り
も
、
体

力
的
条
件
や
、
逃
げ
る
機
会
を

失
っ
た
こ
と
、
逃
げ
切
れ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

消
防
庁
で
は
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
多
く
の

方
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
や
す

い
よ
う
に
そ
の
対
策
を
ま
と
め

た
、「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守

る　

10
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト 

●
４
つ
の
習
慣

１
． 

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

２
． 

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

３
． 

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

４
． 

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く
。

●
６
つ
の
対
策

１
． 

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使

用
す
る
。

２
． 

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安

に
交
換
す
る
。

３
． 

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

４
． 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置

し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お

く
。

５
． 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え

て
お
く
。

６
． 

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行

う
。

　

併
せ
て
、
消
防
庁
で
は
火
災
予

防
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
か
ら
い
の

ち
を
守
る
た
め
の
対
策
の
確
認
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
死
者
が
発
生
し
た

住
宅
火
災
に
つ
い
て

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト
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11 月 9 日（火）から11 月15 日（月）まで

秋季全国火災予防運動を実施します！
この機会に防火への意識を高めましょう

　

令
和
２
年
中
の
火
災
に
よ
る
総

死
者
数
は
１
３
２
１
人
で
、
こ
の

う
ち
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

９
３
４
人
と
、
前
年
よ
り
は
減
少

し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

犠
牲
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
死

者
数
は
概
数
値
）。

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
る
犠
牲
者

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

一
人
一
人
が
生
活
の
中
で
防
火
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

消
防
庁
で
は
、
本
年
11
月
９
日

（
火
）
か
ら
15
日
（
月
）
ま
で
（
一

部
地
域
を
除
く
）
の
７
日
間
、
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
今
回
の
火
災
予
防
運
動
で

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

の
徹
底
、
適
切
な
維
持
管
理
の
必

要
性
、
方
法
等
の
具
体
的
な
広
報

お
よ
び
経
年
劣
化
し
た
機
器
の
交

換
の
推
進
や
、
た
ば
こ
火
災
に
係

る
注
意
喚
起
広
報
の
実
施
を
は
じ

め
と
す
る
「
住
宅
防
火
対
策
の
推

進
」
な
ど
を
重
点
目
標
と
し
て
実

施
要
綱
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

は
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
点

検
を
実
施
し
、
故
障
・
老
朽
化
し

た
機
器
を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

電
池
の
寿
命
は
10
年
と
い
わ
れ
て

お
り
、
電
子
部
品
の
劣
化
等
に
よ

る
故
障
の
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、

設
置
後
10
年
を
目
安
に
本
体
の
交

換
を
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
千
人
近
く
の
方
が

住
宅
火
災
の
犠
牲
に

2021 年度　全国統一防火標語

おうち時間　家族で点検　火の始末
全国統一
防火標語
ポスター

秋季全国
火災予防運動
ポスター

重点目標

住宅防火対策
の推進

製品火災の発生
防止に向けた
取組の推進

乾燥時および
強風時の火災発生
防止対策の推進

多数の者が集合する
催しに対する火災

予防指導などの徹底

放火火災防止対策
の推進

特定防火対象物
などにおける防火
安全対策の徹底

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について
●定期的な作動確認
点検ボタンを押すか点検ひも
をひっぱり、定期的（※ 1）
に作動確認をしましょう。

作動確認をしても警報器に
反応がなければ、本体の故
障か電池切れです。（※ 2）
警報器の本体または電池を
交換しましょう。

●古くなったら交換
火災警報以外の警報が鳴った
場合

本体の故障か電池切れです。
（※ 2）警報器本体を交換
しましょう。

※ 1　 住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約 10 年とされています。警報器の作
動確認は、春秋の火災予防運動の時期に行うなど、定期的に実施してください。

※ 2　 故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーに
お問い合わせください。なお、電池切れと判明した警報器が設置から 10 年以
上経過している場合は、本体内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくな
ることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。
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Ｉ
ｏ
Ｔ
が
以
前
よ
り
も
簡
単
に
、

し
か
も
低
予
算
で
利
用
／
実
現
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
、
多
様
な
分
野
・
業
種
に
お

い
て
膨
大
な
数
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
等

の
利
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
様
々
な
人
々
が
電

波
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

こ
れ
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
等
の
電
波
利

用
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
電
波
の

能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
等
の

電
波
利
用
シ
ス
テ
ム
の
適
正
利
用

の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
育
成
を
目

的
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
座「
Ｉ

ｏ
Ｔ
入
門
ウ
ェ
ブ
講
習
」
を
配
信

中
で
す
。

　

本
講
座
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
基
本

的
な
知
識
や
技
術
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
業
、

製
造
業
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
商
業
、

介
護
な
ど
、
様
々
な
業
界
に
お
け

る
実
際
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
利
活
用
例
を
映

像
で
紹
介
し
て
お
り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

導
入
さ
れ
る
方
々
に
も
お
役
立
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入
・
利
活
用
に
ご

関
心
の
あ
る
企
業
・
団
体
の
経
営

に
携
わ
る
方
や
ご
担
当
者
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

様
々
な
職
業
に
就
く
学
生
の
方
な

ど
、
幅
広
い
方
々
を
対
象
と
し
た

講
座
と
な
り
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

の
総
務
省
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お

い
て
配
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

動
画
視
聴
の
際
は
、
総
務
省
Ｈ
Ｐ

に
お
い
て
掲
載
し
て
い
る
教
材
を

用
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
基
本
的
な
知
識
な
ど
に
つ
い

て
、
更
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
の
視
聴
、

教
材
の
利
用
が
可
能
で
す
の
で
、

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
後
、
膨
大
な
数
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
等
の
利
活
用
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す

企
業
・
団
体
の
方
や

学
生
の
方
ま
で
を

幅
広
く
対
象
と
し
て
い
ま
す

IoT 機器の適正利用に係るオンライン講座

IoT入門ウェブ講習を
配信中です！

～ IoT の基礎知識から導入手順までを学ぶことができる講座です～

お 問 い 合 わ せ 先

総務省 国際戦略局 技術政策課
Tel. 03-5253-5727

IoT に関する理解度・習熟度向上のための講習会・ハッカソン「Web× IoT メーカーズチャレンジ」などでも、本講習のテキストを利用いただいております。

注） IoT（アイオーティー）：”Internet of Things”（日本語で「モノのインターネット」）の略。現実世界のあらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやりとりをす
ることで、新たな付加価値を生み出すこと。

～ 「IoT 入門ウェブ講習」の内容 ～

テーマ 動画数 合計時間主な内容

第 1 章

第 2 章

第 3 章

第 4 章

IoT の基礎知識
IoT とは何か？

IoT の技術・
関連法制度

IoT の活用
自社で IoT を活用する
には？

IoT 活用事例紹介

IoT の基礎知識や IoT が求められる背景を
ご紹介します。

機器・通信・セキュリティなどの技術と、
関連する法制度についてご紹介します。

IoT 導入の進め方や留意点、運用後の対応
などについてご紹介します。

実際に様々な分野で、IoT がどのように
利活用されているのか、事例をご紹介します。

4 本

7 本

2 本

8 本

14:45

29:37

13:01

73:30

※各動画については、比較的短時間でご視聴いただけるよう分割されておりますので、小分けして見ていただくことも可能です

視聴方法はこちらから

講習視聴

講習資料

総務省チャンネルからご視聴いただけます。
https://www.youtube.com/user/soumuchannel

総務省 HP からダウンロードできます。
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ict_ict_online.html

「総務省動画チャンネル」で検索してアクセス

「総務省 IoT 機器のオンライン講座」で検索してアクセス

「IoT 入門 Web 講習」リストから各動画を視聴できます。

「人材講習資料一式」などからテキストを入手できます。

注）
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近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
急
速
に
進
展
し
て
き
て
お
り
「
距
離
・

時
間
の
壁
」
は
急
激
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
多
く
の
外
国
人
が
国
内
に
在

留
し
、
今
後
も
そ
の
増
加
や
多
国
籍
化
が

見
込
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

や
国
際
会
議
に
お
け
る
議
論
等
の
機
会
も

拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
「
言
葉
の
壁
」
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
「
言
葉
の
壁
」
を

解
消
す
る
た
め
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情

報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
と
連
携

し
、
多
言
語
翻
訳
技
術
の
研
究
開
発
と
社

会
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
新
の
多
言
語
翻
訳
技
術
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
無
料
で
提
供
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
の
多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ

「
ボ
イ
ス
ト
ラ
」
で
試
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
技
術
は
民
間
企
業
に
も
広

く
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
多
数
の
高
品

質
な
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
業
務
利
用
さ
れ
る
場
合
は
民

間
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
方
公
共

団
体
窓
口
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
機
関
、

医
療
機
関
や
公
共
交
通
機
関
、
国
際
的
な

大
型
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で

の
受
付
案
内
等
の
多
様
な
場
面
で
利
用
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
「
言
葉
の
壁
」
を
解
消
し
、
外
国
人
と

の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
や
活
用
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
導
入

を
支
援
す
る
た
め
、
様
々
な
事
例
を
交
え

つ
つ
、
導
入
と
運
用
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
し
た
導
入
ガ
イ
ド
も
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

多言語翻訳サービスを活用して
「言葉の壁」の解消を！
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多言語翻訳の普及推進
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/tagengohonyaku_
fukyusokushin/

詳 細 は こ ち ら

「
言
葉
の
壁
」
へ
の
対
応

多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

導
入
ガ
イ
ド
の
ご
紹
介

多
言
語
翻
訳
技
術
の
展
開

地方公共団体における
「多言語音声翻訳サービス」

の導入ガイド

ボイストラ
(VoiceTra )

https://voicetra.nict.go.jp/

多言語翻訳サービスの提供イメージ

駅までの行き方を
教えてください。

Please tell me
how to get to
the station.

ボイストラの例

音声入力

音声出力

ネットワーク上のサーバへ
入力された音声を送信

ネットワーク上のサーバから
翻訳された音声が戻ってくる

※現在 12 言語で実用レベルの翻訳精度を実現しています。
12 言語：日本語 / 英語 / 中国語 / 韓国語 /タイ語 /インドネシア語 / ベトナム語 /ミャンマー語 /フランス語 /スペイン語 /ブラジルポルトガル語 /フィリピン語
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令和３年度過疎地域
持続的発展優良事例表彰

受賞団体が決定されました

　

本
表
彰
制
度
は
、
地
域
の
持
続
的
発
展

と
風
格
の
醸
成
を
目
指
し
た
過
疎
地
域
の

取
り
組
み
を
奨
励
す
る
も
の
で
す
。
平
成

２
年
度
か
ら
開
始
し
、
今
回
の
受
賞
を
含

め
、
こ
れ
ま
で
通
算
32
回
に
わ
た
り
延
べ

2
7
9
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
各

都
道
府
県
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
を
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
優
良
事
例
表
彰
委
員
会

（
現
委
員
長
：
宮
口
侗
廸
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
）
の
審
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
受

賞
団
体
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

本
表
彰
は
、
受
賞
団
体
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
り
、
全
国
の
他
団
体
に
と
っ

て
も
自
ら
の
取
組
の
参
考
と
な
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
過
疎
地
域
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
に
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
総
務
大
臣
賞
に
３
団
体
、

全
国
過
疎
地
域
連
盟
会
長
賞
に
６
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、

本
年
11
月
４
日
（
木
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
さ
れ
る
「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
２
１
in
こ
う
ち
」
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
す
。

総務大臣賞

全国過疎地域連盟会長賞

地域の将来ビジョンの実現
に向け、６つの部会が役割
分担に応じ自然環境保全事
業や地域資源を活用した事
業等の取組を行う。

天然記念物「川田川のホタ
ル」、段々畑の「石積み」
などの地域資源を活用した
様々なイベントや自然環境
保護活動を行う。

若者や移住者からの新しい
アイデアも柔軟に取り込み
ながら、生活店舗の運営等、
集落の維持・活性化に向け
た取組を行う。

●与布土地域自治協議会● ●特定非営利活動法人●美郷宝さがし探検隊 ●いしはらの里協議会●

好きです ふる里 よふど 
創ります 未来のよふど 美郷の「宝」を継承！ 地域住民が運営する

「集落活動センターいしはらの里」

「標津サーモン科学館」の
活性化、集客力向上を目指
し、鮭等の地域資源を活用
したイベントを開催する。

地元大学の卒業生により設
立された法人が中心とな
り、市と連携して地域の魅
力を地域内外に発信する。

耕作放棄された棚田を開墾
し米や花を栽培する「コメ
花プロジェクト」や、新た
な伝統行事として「大淵献
燈祭」を行う。

●標津町商工会女性部● ●ＮＰＯ法人いなかみ● ●八女市大淵区●

　 「地元の魅力を
　　再発見しよう！」

持続可能な田舎を
目指して

     「元気で、輝く 
       大淵地区づくり」

「第２のふるさと」づくり
を目指し、離島間が連携し
１年間の島留学の取組を行
う。

70 代の地元女性有志によ
り、地域の旬の食材を用い
た高齢者向け配食サービス
を行う。

持続可能な地域づくりに向
け、EV シェアリング事業
や地域の拠点づくり、休園
中の幼稚園の再開など新た
な取組を行う。

● 渡川いこいの郷加工 ●グループ（渡川マンマ）●からつ７つの島●活性化協議会 ●狩俣自治会●

ななつの島で宝さがし留学～
自分だけの宝さがしと
第2のふるさととして～

私たちのできる地域づくり
「高齢者向け配食サービス」を
通じた地域見守りと支え合い

『つなぐ心』で持続可能な
地域づくりを目指す

～優先順位は「幼･老･青･般」～
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